
23　世界史

(解答番号　　　　～　　　　）１ 33

※世界史は「経済経営学部」「人文学部」

　および「健康医療学部健康スポーツ学科」のみ選択可
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第１問　古代ローマの歴史と文化に関する次の文章Ａ～Ｃを読んで、下記の設問（問 1～ 11）

に答えなさい。

Ａ．前６世紀末に共和政となったローマでは、２名の（　ａ　）が任期１年で選出され、政治・

軍事を統括した。しかし実質的な支配権を握っていたのは、貴族の会議である元老院であった。

　
（ア）

重装歩兵として軍事力に重要な役割を果たした平民は、こうした貴族支配に不満を抱き、

政治的権利の拡大を要求して貴族と対立した。その結果、前５世紀初めには、平民の権利や利益

を守るために（　ｂ　）が設けられた。

　
（イ）

前２８７年には、平民会の決議が元老院の承認なしに国法と認められる法が成立し、平民と

貴族との政治上の権利は同等となった。しかし、依然として元老院が大きな権威を持ち、新興貴

族による寡頭政が続いた。

問１　文中の空欄（　ａ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 1 　

　　①　プレブス　　　　　　　　　　　　　　②　コンスル

　　③　プリンケプス　　　　　　　　　　　　④　ディクタトル

問２　文中の空欄（　ｂ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 2 　

　　①　リュクルゴスの制　　　　　　　　　　②　陶片追放の制度　

　　③　民衆裁判所　　　　　　　　　　　　　④　護民官の制度
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問３　文中の下線部（ア）に関連して、こうした軍事力に基づくローマのイタリア支配について述

べた次の文ａとｂの正誤の組合せとして正しいものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 3 　

　　ａ　ローマは、前３世紀前半には、全イタリア半島を支配した。

　　ｂ　ローマは、征服した諸都市と同盟を結び、同じ権利と義務を与えた。

　　①　a ― 正、      b ― 正　　　　　　　 ②  a ― 正、      b ― 誤

  　③  a ― 誤、      b ― 正　　　　　　   ④  a ― 誤、      b ― 誤

　

問４　文中の下線部（イ）の法として最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 4 　

　　①　ドラコンの立法　　　　　　　　　　　②　リキニウス＝セクスティウス法

　　③　ホルテンシウス法　　　　　　　　　　④　十二表法

Ｂ．２世紀後半からローマの繁栄にかげりが見え始め、３世紀にはゲルマン民族や（　ａ　）の

侵入に苦しめられた。また、政治的にも各地の軍団が独自に皇帝をたてて争う軍人皇帝時代となっ

た。
（ア）

社会の仕組みも変化しつつあり、財政や経済も混乱して、社会不安が高まった。

　
（イ）

こうした危機の克服を目指したディオクレティアヌス帝は、皇帝権力を強化し専制君主と

して支配したので、ローマの政治体制は元首政から専制君主政へと移行した。次の
（ウ）

コンスタ

ンティヌス帝も皇帝専制を進め、様々な改革を行った。

　　

問５　文中の空欄（　ａ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 5 　

　　①　ササン朝ペルシア　　　　　　　　　　②　アケメネス朝ペルシア

　　③　セレウコス朝シリア　　　　　　　　　④　アヴァール人
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問６　文中の下線部（ア）の変化を示すものとして最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ

選びなさい。　 6 　

　　①　エンコミエンダ制　→　アシエンダ制

　　②　アシエンダ制　　　→　エンコミエンダ制

　　③　ラティフンディア　→　コロナートゥス

　　④　コロナートゥス　　→　ラティフンディア

問７　文中の下線部（イ）のディオクレティアヌス帝について述べた次の文ａとｂの正誤の組合せ

として正しいものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。　 7 　

　　ａ　四分統治制を採用した。

  　ｂ  キリスト教徒を迫害した。

　　①　ａ ― 正、　　　ｂ ― 正　　　　　　 ②　ａ ― 正、　　　ｂ ― 誤

　　③　ａ ― 誤、　　　ｂ ― 正　　　　　 　④　ａ ― 誤、　　　ｂ ― 誤

問８　文中の下線部（ウ）のコンスタンティヌス帝が行ったこととして不適切なものを、下記の①

～④の中から一つ選びなさい。　 8 　

　　①　ビザンティウムに遷都し、コンスタンティノープルと改称した。

　　②　ニケーア公会議を開いた。

　　③　ソリドゥス金貨を創設した。

　　④　キリスト教を国教にした。
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Ｃ．ローマ人はギリシア文字からローマ字をつくり、ラテン文学を形成した。散文では、カエサ

ルの（　ａ　）が名文とされる。また、アウグストゥス時代にはローマ建国叙事詩『アエネイス』

を書いた（　ｂ　）らが、ラテン文学の黄金時代を築いた。

　一方、
（ア）

ローマ人は土木・建築技術にも優れ、今日に残る遺物も多い。

　　

問 9　文中の空欄（　ａ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 9 　

  　①　『ゲルマニア』　　　　　　　　　　　　②　『ガリア戦記』

　　③　『アガメムノン』　　　　　　　　　　　④　『自省録』

問 10　文中の空欄（  ｂ  ）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 10 　

　　①　ホラティウス　　　　　　　　　　　　②　オウィディウス

　　③　キケロ　　　　　　　　　　　　　　　④　ウェルギリウス

次頁に続きます。
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問 11　文中の下線部（ア）に関連して、ローマ時代の遺物として不適切なものを、下図の①～④

の中から一つ選びなさい。　 11 　

　　　

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②

　　　

③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④

第２問　唐に関する次の文章Ａ、Ｂを読んで、下記の設問（問 12～ 22）に答えなさい。

Ａ．右ページの図は、唐の都であった長安の城坊を復元した図である。長安では東西南北に街路

がはしり、城内は壁で囲まれた区画（坊）に分けられていた。各々の坊には名が付けられ、例

えば北西の角の坊には修真という名が付けられ修真坊と呼ばれた。長安には Ｘ と

Ｙ のような施設も設けられていた。このような都城制は国家を整備しつつあった唐

の近隣諸国が都を造営する際の手本とされ、日本の平城京・平安京や渤海の都であった（　ａ　）

は長安を模して建設された。

　長安には外来の宗教が流れ込んでいた。長安城坊復元図で西の端の北から３番目に位置する

義寧坊にある大秦寺（７４５年に改称）は、中国では景教と呼ばれた（　ｂ　）の寺院であった。
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大秦景教流行中国碑には景教が中国に伝わった過程が記載されている。長安城坊復元図で北西方

向に位置する普寧坊・崇化坊・醴泉坊・布政坊にあった祆祠は、（　ｃ　）の寺院である。（　ｃ　）

は中国では祆教と呼ばれた。
(ア)

長安城坊復元図で東から３番目、南から３番目の進昌坊（晋昌坊）

に建てられた大雁塔には、玄奘がインドから持ち帰った仏教の教典が収められた。

Ｘ Ｙ

　　　　　　　（出典）石田幹之助『増訂　長安の春』平凡社、１９６７年。

問 12　上記の長安城坊復元図の空欄 Ｘ と Ｙ に入る最も適切なものを、

下記の①～④の中から一つ選びなさい。　 12 　

　　①　Ｘ：　西倉　　　Ｙ：　東倉　　　　　②　Ｘ：　西軍　　　Ｙ：　東軍

　　③　Ｘ：　西園　　　Ｙ：　東園　　　　　④　Ｘ：　西市　　　Ｙ：　東市
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問 13　文中の空欄（　ａ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 13 　

　　　①　上京竜泉府（東京城）　　　　　　　 ②　中都大興府

      ③　会寧府　　　　　　　　　　　　　　④　興慶府

問 14　文中の空欄（　ｂ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 14 　

　　①　アリウス派キリスト教　　　　　　　　②　ネストリウス派キリスト教

　　③　シーア派イスラーム教　　　　　　　　④　スンナ派（スンニー派）イスラーム教

問 15　文中の空欄（　ｃ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 15 　

　　①　ジャイナ教　　　　　　　　　　　　　②　ゾロアスター教

　　③　ヒンドゥー教　　　　　　　　　　　　④　上座部仏教（小乗仏教）

問 16　文中の下線部（ア）に関連して、玄奘について述べた次の文ａとｂの正誤の組合せとして

正しいものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。　 16 　

　　ａ　玄奘はヴァルダナ朝にあったアズハル学院で仏教の教理研究に努めた。

　　ｂ　玄奘を厚遇したヴァルダナ朝のハルシャ＝ヴァルダナの中国名は戒日王である。

　　①　a　―　正、　　b　―　正 　　　　　　②　a　―　正、    b　―　誤

　　③　a　―　誤、    b　―　正 　　　　　　④　a　―　誤、    b　―　誤
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Ｂ．
（ア）

玄宗（在位７１２─７５６年）は武韋の禍と呼ばれた政治的変動を治め、彼の治世は開元

の治と称えられた。しかし玄宗の治世とその前後の時期は
（イ）

唐の統治を支えた均田制・府兵制・

租庸調制といった制度が揺らいだ時代でもあった。ともに（　ａ　）の系統をひく安禄山と史思

明が起こした反乱は安史の乱（７５５─７６３年）と呼ばれ、唐に大きな打撃を与えた。下記の詩は、

盛唐の詩人である（　ｂ　）が７５７年に作った詩の前半部分で、詩の本文と書き下し文を並置

してある。ここで国とは都を指し、破は破滅することを意味する。

　つまり、この詩において（　ｂ　）は安史の乱によって都は荒廃してしまったが山や河はむか

しのままだという感慨を述べ、春が訪れて草や木が深々と生い茂っている長安のながめを描写し

たのである。

　　　　　春望　　　　　　　春
しゅん

望
ぼう

　　　　国破山河在　　　　国
くに

破
やぶ

れて山
さん

河
が

在
あ

り

　　　　城春草木深　　　　城
じょう

春
はる

にして草
そうもく

木深
ふか

し

　　　　感時花濺涙　　　　時
とき

に感
かん

じては花
はな

にも涙
なみだ

を濺
そそ

ぎ

　　　　恨別鳥驚心　　　　別
わか

れを恨
うら

んでは鳥
とり

にも心
こころ

を驚
おどろ

かす

　　　　（出典）黒川洋一編、岩波文庫（赤４─９）、１９９１年。書名は問題に関わるので伏せた。

　安史の乱（７５５─７６３年）の最中には財政窮乏を打開するために（　ｃ　）の専売が始めら

れた。しかし一方で国家が専売制度を布
し

けば、他方で密売する者が現れる。８７５年から８８４年

にかけて乱を起こした黄巣は、（　ｃ　）の密売人であった。
（ウ）

さらに財政難に対応するために

７８０年には楊炎が両税法を実施した。

問 17　文中の空欄（　ａ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 17 　

　　①　ソグド人　　　　②　スキタイ人　　　③　ギリシア人　　　④　モンゴル人
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問 18　文中の空欄（　ｂ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 18 　

　

　　①　陶淵明　　　　　②　欧陽脩　　　　　③　蘇軾　　　　　　④　杜甫

　

問 19　文中の空欄（　ｃ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 19 　

　　①　酒　　　　　　　②　塩　　　　　　　③　砂糖　　　　　　④　タバコ

問 20　文中の下線部（ア）に関連して、武韋の禍について述べた次の文ａとｂの正誤の組合せと

して正しいものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。　 20 　

　　ａ　武韋の禍の武とは則天武后を指し、韋とは韋后を指す。

　　ｂ　則天武后と韋后はともに女帝の座に就いた。

　　①　a　―　正、　　b　―　正　　　　　 　②　a　―　正、    b　―　誤

　　③　a　―　誤、    b　―　正         　　④　a　―　誤、    b　―　誤

問 21　文中の下線部（イ）に関連して、均田制を最初に導入したのはだれか。最も適切なものを

下記の①～④の中から一つ選びなさい。　 21 　

　　①　晋（西晋）の司馬炎          　　　  ②　後漢の曹操

　　③　宋の劉裕                      　　　④　北魏の孝文帝
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問 22　文中の下線部（ウ）に関連して、両税法について述べた次の文ａとｂの正誤の組合せとし

て正しいものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。　 22 　

　　ａ　両税法という呼称は、作付作物の収穫期に応じて夏・秋に徴税されたことに由来する。

　　ｂ　両税法では財産（耕作地の面積）に応じて課税するようになった。

　　①　a　―　正、　　b　―　正　　 　　　②　a　―　正、    b　―　誤

　　③　a　―　誤、    b　―　正     　　　④　a　―　誤、    b　―　誤

第３問　西アジアやアフリカの動向に関する次の文章Ａ～Ｃを読んで、下記の設問（問 23～

33）に答えなさい。

Ａ．１８世紀中頃のアラビア半島では聖者崇拝や神秘主義に反発し預言者ムハンマドの教えに戻

るよう主張する（　ａ　）運動が起こる中、これと結んだ豪族の（　ｂ　）家が（　ａ　）王国

を建てた。（　ａ　）王国は１８１８年に滅ぼされた後に１８２３年に再興されたが、１９世紀末に滅

んだ。第一次世界大戦中にメッカの豪族フセインがオスマン帝国と戦いアラビア半島西部にヒ

ジャーズ王国を建てたのに対してアラビア半島東部にいた（　ｂ　）家のイブン＝（　ｂ　）は

ヒジャーズ王国を倒してヒジャーズ＝ネジド王国を建て、さらにメッカとメディナをも領域に加

えてアラビア半島をほぼ統一することに成功した。ヒジャーズ＝ネジド王国は１９３２年に国名を

改め、現在に至っている。

問 23　文中の空欄（　ａ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 23 　

　　①　サティヤーグラハ　　　　　　　　　　②　ムルデカ

　　③　ラダイト　　　　　　　　　　　　　　④　ワッハーブ

　　　　　　　　　　　　　　　　



− 38−　

問 24　文中の空欄（　ｂ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 24 　

　

　　①　ホーエンツォレルン　　　　　　　　　②　サウード

　　③　アッバース　　　　　　　　　　　　　④　ランカスター

Ｂ．イギリスと敵対していたナポレオンは、イギリスとインドの間の通商路を断つためにオスマ

ン帝国の統治下にあったエジプトを１７９８年に占領した後、１７９９年にはフランス軍を残して帰

国した。このような状勢の中でフランス軍に対抗するために（　ａ　）がアルバニア人部隊の隊

長としてエジプトに派遣された。（　ａ　）は、フランス軍撤退後の１８０５年にオスマン帝国の

エジプト総督に就任した。その後、オスマン帝国が統治下の（　ｂ　）で起きた独立運動を鎮圧

するために援助を求めると、（　ａ　）はその見返りにエジプト総督の地位の世襲化とシリアの

領有を要求した。オスマン帝国が要求に応じなかったので（　ａ　）は１８３０年代に２度にわたっ

てオスマン帝国と戦った（エジプト＝トルコ戦争）。エジプト＝トルコ戦争はヨーロッパ列強の

介入を招き、１８４０年のロンドン条約で（　ａ　）の領土はエジプトとスーダンに限定されるこ

とになった。

　その後、
(ア)

エジプト政府はイギリスやフランスに外債を購入してもらうことによってスエズ

運河の建設や近代化に要する費用を賄ったが、このことはエジプトに対するイギリスとフランス

の影響力を強めることになった。１８８１年に（　ｃ　）が反乱を起こすとイギリスは軍隊を派遣

して鎮圧し、エジプトを占領した。これによってエジプトは事実上イギリスの保護国になったと

捉える見方もある。

　１９１９年に大規模な独立運動が起きてイギリスと交渉が行われた結果、１９２２年には自治領と

してエジプト王国が独立することが認められた。しかし、エジプトの独立は完全なものではない

と考える人びとは１９２０年代にハサン＝アルバンナーを中心に（　ｄ　）を結成した。
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問 25　文中の空欄（　ａ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 25 　

　　①　アフガーニー　　　　　　　　　　　　②　フィルドゥシー

　　③　ムハンマド＝アリー　　　　　　　　　④　ムハンマド＝アブドゥフ

問 26　文中の空欄（　ｂ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 26 　

　　①　クリミア　　　　　　　　　　　　　　②　アゼルバイジャン

　　③　イラク　　　　　　　　　　　　　　　④　ギリシア

問 27　文中の空欄（　ｃ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 27 　

    ①　カビール　　　　　　　　　　　　　　②　ナーナク　　

　　③　ウラービー（オラービー）　　 　　　　④　ウマル（オマル）＝ハイヤーム

問 28　文中の空欄（　ｄ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 28 　

　　①　ムスリム同胞団　　　　　　　　　　　②　イスラーム同盟（サレカット＝イスラーム）

　　③　デロス同盟　　　　　　　　　　　　　④　フクバラハップ（フク団）

次頁に続きます
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問 29　文中の下線部（ア）に関連して、スエズ運河について述べた次の文ａとｂの正誤の組合せ

として正しいものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。　 29 　

　　ａ　スエズ運河を建設したレセップスはイギリス人である。

　　ｂ　フランスはエジプト政府が保有していたスエズ運河会社の株を１８７５年に買収した。

　　①　ａ ― 正、　ｂ ― 正　　　　　　　　 ②　ａ ― 正、　ｂ ― 誤

　　③　ａ ― 誤、　ｂ ― 正 　　　　　　　　④　ａ ― 誤、　ｂ ― 誤

Ｃ．イランではサファヴィー朝が１８世紀前半に滅び、１８世紀末にはカージャール朝が成立し

た。１８９０年にカージャール朝が（　ａ　）の専売権をイギリス人に売り渡すと、１８９１年には

ウラマーや商人層を中心に（　ａ　）＝ボイコット運動が全土に起こり、専売権は回収された。

１９０５年には立憲体制の樹立を要求する動きが広がった。先に立憲体制を樹立していた（　ｂ　）

が１９０５年に戦争に勝利したので、それに倣おうとしたのである。１９０６年には国民議会が開か

れ、憲法が制定された。しかし、ロシアとイギリスは反発し、１９１１年にはロシアが国民議会を

砲撃して軍事干渉に乗り出したことから国民議会は解散され、憲法も廃止されてイラン立憲革命

は挫折した。

　カージャール朝は第一次世界大戦で中立の立場をとったが、イギリスとロシアに占領された。

第一次世界大戦後もイギリス軍は残ったが、その一方で民衆運動も高揚した。１９２１年にクーデ

タを起こしてカージャール朝を倒したレザー＝ハーンはシャー（国王）の地位に就き、パフレ

ヴィー朝を建てた。１９３５年には国号をイランに改めた。イランという名称は同国の国民を構成

する（　ｃ　）に由来する。第二次世界大戦中にイランにはイギリス軍とソ連軍が駐留したため、

戦争が終わると撤退を求める民族運動が高まった。１９５１年に政権についた（　ｄ　）はイラン

産原油を独占していたイギリス系企業の国有化を断行したが、国王のパフレヴィー２世はイギリ

スとの関係が悪化することを恐れてクーデタを起こして（　ｄ　）を追放し、民族運動を抑え込

んだ。
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問 30　文中の空欄（　ａ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 30 　

　　①　コーヒー　　　　②　茶　　　　　　　③　タバコ　　　　　④　アヘン

問 31　文中の空欄（　ｂ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 31 　

　　①　中国（清朝）　 　　　　　　　　　　　②　日本　　　

　　③　オーストリア＝ハンガリー帝国　　　　④　オスマン帝国

　　

問 32　文中の空欄（　ｃ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 32 　

　　①　イオニア人　　　②　アイオリス人　　③　アッカド人　　　④　アーリヤ人

問 33　文中の空欄（　ｄ　）に入る最も適切なものを、下記の①～④の中から一つ選びなさい。

　 33 　

　　①　ペロン　　　　　②　バティスタ　　　③　モサデグ　　　　④　アジェンデ

以上で問題は終わりです。


